
     平成 26 年 5 月 11 日 主日礼拝   
                                   

礼拝開始：午前 11 時           母の日 ・ 音楽ミサ 

------------------------------------------------------------------- 

司    会 ： 小木秀夫兄 

奏    楽 ： 小島明美姉 & 池田愛姉   

おいのり  ： 平松友子姉 

さ ん び  ： 新聖歌 21 「輝く日を仰ぐとき」 1．2．3 節 

主の祈り     

聖   書 ：  マタイによる福音書 11 章 28 ～ 30 節 （P.17） 

（朗読：持田樹理姉） 

   対   談  ： 原田恵己さん × 倉知牧師 

音    楽 ： 原田恵さん × 竹内功さん 

メッセージ ：  「母はいつも」   倉知 契牧師 
 

さんび と 献金 ： 聖歌 233 「驚くばかりの」 

頌    栄  ： ハレルヤ・アーメン 

祝    禱 

報    告 

-------------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 

◇  Welcome皆様を心から歓迎いたします。お昼もご一緒に。 

◇  5/25（日）はオープン礼拝＆春のたのしいバザー 

   お店もたくさん！献品を募集中！雨天決行で楽しみます。 

◇  6/29（日）はバージョンUPした「持ち寄り音楽会」Part4 

◇ 来週は月に一度の聖餐式があります。 

◇ 祈祷会 木曜10時半/土曜掃除10時半/祈祷会11時15分 

◇ 祝大 Aコース ルカ23章-ヨハネ3章  

Bコース 列王紀上8章～22章 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  母という字はバランスが難しく、何度書いても満足に書けません。 

   母になるのは難しいですね。 

 

 この文を読んで、改めて「母」という字を書いてみましたが、確かに…。 

これは青森県「森のイスキア」で、悩みを抱えて生きる人たちを支える佐藤

初女さん（９２歳）のことば。ある時、ご自身の出版された本のサインに、

「母の心はすべてに」と書こう決め、愛用の筆で練習したそうですが、母と

いう字が難しい。「以前は中の点々をひと筆で略して書いていたのですが、

あの点々はお母さんのお乳を表すのだそうですね。それを聞いてからは、き

ちんと離して書くようにしてきました。でもこの点々がつながったり、上下

のバランスが悪くなったり、また全体の形がゆがんだりして、何度書いても

満足に書けません。母になるのはなんと難しいことか。あらためてそう実感

しました」、と書いておられます。 

 

  今日は母の日、すべてのお母さんに、そして母性愛をもって家族や教会

を包んでくださるすべての女性たちに敬意を表します。喜んで自分を犠牲に

し、子どもが上手くいかないと自分を責めて「もっとこうしてあげれば良か

った」と思ってくれるお母さん。「母になるのは難しいですね」、その謙虚

で、優しい心に主が応えてくださるでしょう。私の尊敬する晴佐久神父様

が、こう問うています。『いちばん言わなければならいのに、いちばん言え

ないことば、いちばん美しいのに、いちばん聞けないことば』…そんな言葉

が沢山あるように思います。「あなたが生まれてきてくれて嬉しい」「あな

たを愛している」「ゆるしてほしい」。大事な言葉であればあるほど、なか

なか言えないものですが、でも今日は思いきって伝えましょう。もし遠くに

いたら電話をかけて、もし目の前にいたら心を込めて、もうすでに天にいら

しても感謝をこめて。 

「お母さん、ありがとう！あなたを愛しています！」 

 

世界平和のために何ができるかですって？ 

家に帰って、あなたの家族を愛しなさい。(マザー・テレサ) 

 

 瀬戸カルバリーチャペル    倉知 契 

◇次聖日礼拝奉仕者 [平成26年5月18日]         [聖餐式]        

[司会：片岡洋一兄、いのり：持田樹理姉、聖書朗読：赤塚孝子姉] 

[ピアノ/賛美リード ： 米田 香姉、   

アシスト：加藤由美子姉、鄭 恵真姉  

[献金：持田樹理姉、受付：太田昌子姉] 

◇PA：平松章治兄                ◇週報編集：片岡洋一兄 

◇ホームページ編集：大神真伸兄   ◇日曜学校：片岡立子姉 

I am
 restless until I rest in You.  
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